























































































































































































































































































































































































































































































































務委託の方は、一部に 5名、二部にパートの方も含めて 6名の合計 11名で
スタートすることになった。
2.6 開館以降~中野図書館の現在
中野図書館は、多くの方の協力をいただき、予定どおり 2013年4月1日
に開館した。
新年度の各種ガイダンスから始まり、ゼ、ミ・ガイダンスも館内で実施し
たが、うるさいというクレームもなく済んでいる。図書選書、発注のルー
テインも模索しながらも確立してきた。学生に書広で選書をしてもらうブッ
クハンティングも 5名の参加者があって、好評であった。
学部間共通総合講座「図書館活用法」は中野でも後期に開講し、 11名と
履修者数は少なかったが、無事に終えることができた。アンケートでは受
講してよかったという回答が多かった。
入館者数は、通常期多い日で500名を超えた。 2013年度の中野図書館の
学生数が2，150名ほどであるので、割合としては多い。
試験期には、前期は900名を超える日があり、固定閲覧席はほぼ満席の
187 
時間帯もあった。後期は760名ほどがピークであったが、中野図書館は「静
かに勉強できるスペース」として定着してきたようである。
今回この原稿を書くにあたって、益子和彦著『図書館空間のデザイン3
という本を再び参照した。著者は開架スペースデザインの基本課題をあげ
ているが、保存すべき資料を量的に満足させるスペースや資料への直接ア
クセスのほかに、
・開架スペースがその図書館がもっ知識の全体像を備撒できるものとす
ること
・利用者[に]対して「図書館に居る」ということの価値を付与するこ
と
という要件があるとしている。
それ相応の規模で体系的な資料がその図書館にあることが重要というこ
とである。そして、ゆとりある空間も必要だと思った。中野図書館のゲー
ト前のラウンジもよく使われているが、多様な用途のスペースが必要であ
る。 2学部および3つの研究科を擁する中野キャンパスの大学図書館として
は、少なくとも生田図書館の1/3から1/2程度の規模は必要だったのではな
いだろうか。今ざらであるが図書館が2期と合わせた計画になったことは
残念であった。
中野図書館も他の図書館同様、蔵書が日々増えており、いわば成長中で
ある。生まれて l年目の図書館である。器が変わらない問、現在の図書館
の価値を高めるにはどうしたらよいか。これが中野図書館の当面の課題で
ある。ぞれには、利用者にもっと図書館に入ってもらう、もっと資料を使っ
てもらう、資料を知ってもらう、もっと参加してもらう、そして私たちがもっ
と利用者に近づくにはどうしたらよいかを考え、地道な努力を続けるしか
ないであろう。
8益子和彦事1tr図書館空間のデザイン・デジタル化社会の知の蓄積』丸善出版、 2011
188 
最後に
中野図書館設置のための検討時間・体制は十分であったとはいえない。
時間的・予算的制約が図書館だけでなく、キャンパス全体でも存在したこ
とがその一因ではないかと推測する。今後予定されている 2期工事では、
設計業者、施設課、調達謀、図書館がさらに密にコミュニケーションをと
ることのできる体制を希望したい。それは何より図書館に訪れ、時には持.
が痛い意見を寄せてくれる利用者の、図書館や大学への期待に応えるため
なのだから。
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